
三　方　よ　し 平成30年６月30日（1）第43号

2018／6
第43号

特集：小泉グループのCSR経営
　創業家 小泉重助家●末永國紀 氏 …………………………………………… 2

　小泉産業グループのCSR経営●権藤浩二 氏 ……………………………… 6

　７代目小泉新助の命で立木森之助を名乗りその後、養
子にむかえられた三代目小泉重助は、日露戦争従軍後、
大正５年（1916）に大阪に小泉重助商店を開業した。商売
熱心かつ好奇心旺盛で、大正元年の中国への視察を皮切
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を横断、太平洋を越えて６か月の間に25か国を巡っている。
未知の世界へのあくなき探求心は、その後、小泉の事業
展開の礎を築いていった。勝治郎と重助の二人はともに
北米視察したが、その後の足跡は大きく異なる。中江勝
治郎は呉服店から三中井百貨店を次々展開するも第２次
世界大戦後、外地のデパートは壊滅する。一方、帰国後、
日本の問屋のあるべき道について真剣に考え始めた小泉
重助は、「小泉の光明は独自の商品開発によって見出され
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企業集団小泉産業グループの創業家
小泉重助家について

　

小
泉
重
助
家
の
系
譜
を
訪
ね
る
と

３
０
０
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
小

泉
重
助
家
の
本
家
は
小
泉
新
助
家
で
、

こ
こ
の
初
代
小
泉
太
兵
衛
が
享
保
元

年（
１
７
１
６
）播
但
地
方
に
麻
布
の

持
ち
下
り
商
い
を
始
め
た
の
が
最
初

で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

小
泉
重
助
家
の
本
宅
は
、
滋
賀
県

の
東
近
江
市
五
個
荘
山
本
町
に
あ

り
、
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
す
ぐ
近
く
に
箕
作
山
が

あ
り
、
そ
の
山
麓
に
紀
恩
碑
と
い
う

記
念
碑
が
設
け
ら
れ
、
壁
面
に
小
泉

新
助
家
の
歴
史
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
７
代
目
の
小
泉
新
助
さ
ん

が
、
先
祖
が
持
ち
下
り
商
い
を
始
め

て
か
ら
１
５
０
が
経
っ
た
明
治
20
年

（
１
８
８
７
）に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

よ
く
見
る
と
、
人
間
の
形
に
似
て
い

て
、
六ろ
く

部ぶ

の
姿
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

六
部
と
は
、
仏
壇
を
背
負
っ
て
国
々

を
回
る
巡
礼
僧
の
こ
と
で
、
初
代
は
、

享
保
12
年
、
商
売
を
始
め
て
か
ら
12

年
後
に
、
甥
の
小
泉
利
助
に
後
を
託

し
て
こ
う
し
た
格
好
で
諸
国
巡
礼
に

出
て
商
売
を
辞
め
ま
し
た
。

　

初
代
は　

家
族
的
に
非
常
に
不
幸

で
、
６
年
間
の
間
に
一
番
親
し
い
親

族
５
人
を
亡
く
し
た
こ
と
が
動
機
で

回
国
の
六
部
に
な
ら
れ
た
と
檀
家
寺

の
法
連
寺
過
去
帳
を
調
べ
て
分
か
り

ま
し
た
。
後
事
を
託
さ
れ
た
利
助
の

子
ど
も
が
新
助
を
名
乗
り
、
小
泉
新

助
家
が
で
き
ま
す
。

本
家
小
泉
新
助
家
の
創
業

初
代
小
泉
重
助
の
誕
生
と
幕
末
・
明
治
初
年
の
商
い

と
小
泉
一
党
が
非
常
に
有
力
な
商
業

集
団
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
五
代
目
の
小
泉
新
助
さ

ん
の
子
ど
も
に
男
の
子
が
３
人
い
ま

し
た
。長
男
が
六
代
目
小
泉
新
助
、２

番
目
が
小
泉
重
助
、
３
人
目
が
小
泉

嘉
兵
衛
で
、文
政
７
年（
１
８
２
４
）

生
ま
れ
の
２
番
目
の
重
助
さ
ん
が
万

延
元
年（
１
８
６
０
）に
分
家
独
立
し

ま
し
た
。
こ
の
３
人
の
兄
弟
は
共
同

し
て
商
売
を
し
、弘
化
４
年（
１
８
４

７
）に
は
、
京
都
烏
丸
三
条
上
ル
に

初
め
て
出
店
し
、
近
江
屋
新
兵
衛
を

名
乗
り
、
明
治
４
年（
１
８
７
１
）に

は
大
阪
東
区
備
後
町
３
丁
目
に
開
業

し
て
い
ま
す
。
初
代
の
小
泉
太
兵
衛

さ
ん
か
ら
数
え
て
１
３
０
年
後
ぐ
ら

い
の
こ
と
で
、
非
常
に
揺
籃
期
は
長

か
っ
た
の
で
す
が
、
１
３
０
年
後
に

出
店
を
開
く
と
い
う
こ
と
は
近
江
商

人
に
は
別
に
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
、

外
与
さ
ん
も
４
代
に
わ
た
る
行
商
の

後
に
出
店
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

初
代
重
助
さ
ん
の
メ
モ
か
ら
幕
末

東
近
江
市
箕
作
山
山
麓
に
あ
る
小
泉
新
助
家
の
歴
史
を
刻
ん
だ

紀
恩
碑
。
７
代
目
小
泉
新
助
が
創
業
１
５
０
年
に
あ
た
る
明
治

20
年（
１
８
８
７
）に
建
立
し
た
。写

真
提
供
：
近
江
商
人
博
物
館
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か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
商
い
の

様
子
が
分
か
り
ま
す
。
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
当
時
の
長
者
番
付
表
を
見
る

地
方
の
富
豪
と
し
て
過
ご
し
た
二
代
目
重
助

中
興
の
祖
、
三
代
目
重
助

と
小
泉
一
党
が
非
常
に
有
力
な
商
業

集
団
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

15
歳
で
資
産
を
引
き
継
い
だ
二
代

目
小
泉
重
助
さ
ん
は
、
家
庭
的
に
恵

ま
れ
ず
39
歳
で
独
身
の
ま
ま
亡
く
な

り
ま
し
た
。
15
歳
で
受
け
継
い
だ
と

き
の
資
産
は
２
万
５
千
両
、
今
の
価

値
で
何
億
と
い
う
資
産
を
受
け
継
い

だ
も
の
の
、
近
江
商
人
と
し
て
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
暇
が
な
か
っ

た
の
で
、
地
方
の
有
数
の
富
豪
と
し

て
過
ご
さ
れ
、
は
や
り
の
新
興
企
業

に
手
を
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
資

産
と
家
の
名
前
が
残
り
ま
し
た
。

同志社大学名誉教授・三方よし研究所顧問員
末永　國紀 氏
　1943年福岡県に生まれる。佐賀県出身。同志社大学経済学部卒業。同大学院経済学研
究科博士課程修了。経済学博士。
著書「近代近江商人経営史論』有斐閣1977、『近江商人学入門　CSRの源流「三方よし」』
サンライズ出版2004、『近江商人　三方よし経営に学ぶ』ミネルヴァ書房2011　ほか

　

三
代
目
の
重
助
さ
ん
は
、
布
施
嘉

七
と
七
代
目
新
助
の
妹
「
た
ね
」
の

次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
3
歳
で
七
代

目
新
助
の
命
に
よ
り
立
木
森
之
助
を

名
乗
り
、
15
歳
で
京
店
に
入
り
、
26

歳
で
小
泉
家
の
選
定
養
子
に
な
り
ま

し
た
。
20
代
の
５
年
間
は
紀
淡
海
峡

の
由
良
要
塞
で
軍
人
と
し
て
過
ご

し
、
日
露
戦
争
に
従
軍
し
て
い
ま
す

が
、
大
正
５
年（
1
9
1
6
）、
重
助

39
歳
の
時
に
は
、
大
阪
備
後
町
３
丁

目
で
小
泉
重
助
商
店
を
開
業
し
て
い

ま
す
。
こ
の
方
は
大
変
几
帳
面
な
記

録
を
残
し
、
大
正
5
年
か
ら
昭
和
15

年
ま
で
非
常
に
堅
実
な
経
営
を
し
て

い
ま
し
た
。
決
算
期
は
48
回
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
う
ち
赤
字
だ
っ
た
の

は
７
回
だ
け
で
、
そ
の
中
で
も
大
き

な
欠
損
だ
っ
た
の
は
第
１
次
大
戦
後

の
戦
後
恐
慌
の
時
と
、
昭
和
15
年
の

税
制
の
改
革
時
で
す
。
当
時
の
税
制

改
革
で
は
い
わ
ゆ
る
源
泉
徴
収
税
が

で
き
、
当
時
個
人
商
店
だ
っ
た
の
で

い
き
な
り
所
得
税
が
跳
ね
上
が
っ
た

こ
と
で
大
き
な
赤
字
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
の
差
し
迫
っ
た
鉛
筆
書
き
の
小

泉
商
店
事
業
目
論
見
書
が
残
っ
て
い

ま
す
が
、
三
代
目
は
翌
年
に
は
株
式

会
社
に
改
組
し
、長
男（
四
代
重
助
）

を
中
心
に
若
手
従
業
員
に
経
営
を
委

譲
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
設
立
資

金
は
30
代
の
若
い
従
業
員
も
引
き
受

け
る
と
い
い
、
こ
れ
を
三
代
目
は
了

承
し
て
い
ま
す
。
昭
和
18
年
に
は
余

剰
人
員
対
策
と
し
て
小
さ
な
五
光
精

機
工
業
を
買
収
し
て
小
泉
産
業
の
基

礎
を
作
り
ま
し
た
。

国指定登録文化財の小泉重助家主屋。４間取型で２階にも座敷飾りの整った居室を持つ主屋。小家蔵や辰巳蔵といった土蔵群のほか、
納屋などの附属建物、表門や平などの屋敷構えが一連としてよく残っている。　写真提供：近江商人博物館

講師
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こ
の
三
代
目
は
、
自
分
の
葬
式
の

挨
拶
を
生
前
に
つ
く
ら
れ
、
葬
式
の

段
取
り
も
決
め
、
今
で
い
う
家
族
葬

で
行
う
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。
お

亡
く
な
り
に
な
っ
た
の
は
大
阪
空
襲

の
直
後
で
し
た
が
、
当
時
の
状
況
と

し
て
仕
方
が
な
い
こ
と
で
も
あ
っ
た

の
で
す
。
死
亡
通
知
の
方
法
ま
で
も

指
示
す
る
な
ど
死
生
観
が
は
っ
き
り

し
た
人
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
従
業
員
に
対
す
る
手
当

が
非
常
に
手
厚
か
っ
た
と
い
う
こ
と

が
、
こ
の
分
厚
い
帳
簿
を
研
究
し
て

よ
く
わ
か
り
、
利
益
処
分
の
30
％
は

従
業
員
の
配
分
に
回
し
て
い
ま
す
。

す
ご
く
利
益
が
出
た
時
に
は
半
分
ぐ

ら
い
を
従
業
員
の
手
当
に
回
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
非
常
に
有
能
な
人
を

ス
カ
ウ
ト
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

ひ
と
り
が
立
澤
四
郎
さ
ん
で
、
現
在

の
滋
賀
大
学
経
済
学
部
の
出
身
で
、

大
変
優
秀
な
人
で
し
た
。
三
代
目
重

助
さ
ん
が
将
来
を
託
す
人
材
と
見
込

ん
だ
立
澤
さ
ん
は
四
代
目
重
助
さ
ん

と
同
時
に
入
社
し
、
軍
隊
か
ら
復
員

後
は
焼
け
野
原
の
大
阪
で
電
熱
器
の

製
造
販
売
を
担
当
し
、
絶
対
的
な
商

品
不
足
の
中
、
営
業
成
績
は
大
き
く

進
展
し
ま
し
た
。

　

五
光
精
機
工
業
を
買
収
し
た
背
景

に
も
従
業
員
を
大
事
に
す
る
気
持
ち

が
大
き
く
働
い
て
い
ま
す
。
三
代
目

重
助
さ
ん
に
将
来
を
託
さ
れ
た
立
澤

さ
ん
は「
人
格
の
育
成
、向
上
な
く
し

て
、企
業
の
発
展
は
な
い
」と
の
信
念

か
ら
戦
後
、
経
営
の
中
核
と
な
っ
て

い
く
多
く
の
人
材
を
育
て
、
こ
の
考

え
方
は
そ
の
後
の
小
泉
産
業
グ
ル
ー

プ
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

小泉家家紋の「丸に三つ鱗」を変形したグループ社章のミツウロコには一つ一つの
▼に得意先、仕入れ先、先人への恩恵の「三恩」の思いが込められている。

今
に
引
き
継
が
れ
る
小
泉
イ
ズ
ム

日露戦争にも従軍している軍服姿の三代目重助
写真提供：いずれも近江商人博物館

小
泉
３
０
０
年
経
営
の
ポ
イ
ン
ト

（
近
江
商
人
博
物
館
「
小
泉
重
助
展　

図
録
」
よ
り

　

小
泉
３
０
０
年
の
あ
ゆ
み
に
は

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

① 
着
実
さ
と
機
敏
さ

　

享
保
元
年（
１
７
１
６
）に
行

重
助
が
大
正
13
年（
１
９
２
４
）

に
北
米
商
業
視
察
に
お
い
て
、
経

営
上
の
大
き
な
示
唆
を
受
け
た
こ

と
で
あ
る
。
シ
カ
ゴ
の
デ
パ
ー
ト
、

マ
ー
シ
ャ
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
支
配
人
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丁稚部屋に掲げられていた扁額

重助家本宅の丁稚部屋
写真提供：いずれも近江商人博物館

分
を
踰こ
え
るこ
と
無
く　

こ
と
を
求
め
て

　

財
を
費
や
さ
ず
し
て

陰
徳
を
積
む
者
は　

自
ず
か
ら
福
を
得
る

君
親
の
恩
を
思
い
て　

行
跡
を
慎
み

天
命
を
守
る
者
は　

自
ず
か
ら
禄
を
得
る

飽
食
大
酒
を
禁
じ
て　

色
よ
く
を
遠
ざ
け

気
血
を
養
う
者
は　

自
ず
か
ら
寿
を
得
る

商
を
開
始
し
、
１
３
０
年
間
の
長

い
揺
籃
期
を
経
た
弘
化
４
年（
１

８
４
７
）に
な
っ
て
、
初
め
て
京

店
を
開
設
し
た
着
実
さ
と
機
敏
さ

で
あ
る
。
商
品
流
通
を
統
制
し
て

い
た
株
仲
間
が
、
天
保
の
改
革
に

よ
っ
て
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
は

天
保
12
年（
１
８
４
１
）12
月
で
あ

り
、
株
仲
間
再
興
令
が
だ
さ
れ
る

の
は
嘉
永
４
年（
１
８
５
１
）3
月

で
あ
る
。
京
出
店
は
、
ま
さ
し
く

株
仲
間
解
散
令
の
最
中
を
狙
っ
て

の
開
店
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
明

治
4
年（
１
８
７
１
）の
大
阪
出
店

に
し
て
も
、
明
治
政
府
に
よ
る
株

仲
間
統
制
の
廃
止
と
重
な
る
時
期

で
あ
っ
た
。

② 

三
代
目
重
助
と

　

 

神
明
講
小
泉
組
の
役
割

　

第
２
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
無
嗣
の

ま
ま
没
し
た
２
代
目
重
助
家
の
後

を
三
代
目
重
助
が
選
定
養
子
と
し

て
後
継
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
選
定
に
は
、
敬
神
と
同
族
の

親
睦
の
た
め
に
元
文
５
年（
１
７

４
０
）以
後
２
０
０
年
以
上
に
わ

た
っ
て
続
け
ら
れ
て
い
た
10
～
15

人
か
ら
な
る
神
明
講
小
泉
組
が
藩は
ん

屏ぺ
い

の
役
割
を
果
た
し
た
、
と
み
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

③ 

特
殊
特
徴
品
主
義

　

第
３
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
三
代
目

の
「
特
殊
特
徴
品
に
依
っ
て
生
き

る
こ
と
が
、
問
屋
の
唯
一
の
道
で

あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
触
発
さ
れ

た
重
助
は
、
小
泉
商
店
の
光
明
は

独
自
の
商
品
開
発
に
よ
っ
て
始
め

て
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
確
信
し
た
。

以
後
の
経
営
方
針
の
背
骨
と
な
っ

た
こ
の
特
殊
特
徴
品
主
義
は
、
堅

実
経
営
に
よ
っ
て
昭
和
恐
慌
を
乗

り
越
え
た
小
泉
商
店
の
従
業
員
宛

て
に
、
昭
和
５
年（
１
９
３
０
）に

重
助
自
ら
執
筆
し
た
『
不
況
対
策

と
小
泉
商
店
』
の
な
か
で
も
、
繰

り
返
し
強
調
さ
れ
て
い
る
。

④ 

店
員
に
厚
い
利
益
処
分

　

第
４
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
中
興
の

祖
の
三
代
目
重
助
が
店
員
の
報
酬

を
手
厚
く
考
え
、
実
行
し
た
こ
と

で
あ
る
。
利
益
金
の
ほ
ぼ
３
割
を

店
員
分
配
に
回
し
、
と
く
に
多
額

の
利
益
金
の
で
た
場
合
は
５
割
を

店
員
給
与
に
充
て
て
い
る
。
近
江

商
人
の
「
売
り
手
よ
し
・
買
い
手

よ
し
・
世
間
よ
し
」
と
い
う
三
方

よ
し
を
、
従
業
員
満
足
と
顧
客
満

足
の
実
践
に
よ
る
社
会
満
足
の
達

成
と
解
す
れ
ば
、
重
助
の
経
営
は
、

こ
の
好
循
環
の
最
初
に
位
置
す
る

売
り
手
よ
し
・
従
業
員
満
足
を
重

視
し
た
、
ま
さ
に
三
方
よ
し
経
営

に
通
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
末
永
國
紀
）
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お客様に信頼されるためには、
人格を磨き続けなくてはならない

─小泉産業グループの信条─
　

享
保
元
年（
１
７
１
６
）に
麻
布
の
持
ち
下
り
商
い
を
開
始
し
て
か
ら
約

１
３
０
年
後
、
京
都
に
麻
布
絹
織
物
問
屋
を
開
業
し
た
小
泉
家
は
、
24
年
後
に

は
現
在
の
小
泉
産
業
グ
ル
ー
プ
各
社
が
あ
る
大
阪
船
場
に
進
出
す
る
。そ
し
て
、

そ
の
後
、
同
郷
の
中
江
勝
治
郎
と
と
も
に
海
外
視
察
に
出
か
け
た
３
代
目
重
助

は
こ
の
視
察
に
よ
っ
て
経
営
上
の
大
き
な
示
唆
を
受
け
、
独
自
の
商
品
開
発
を

進
め
、
堅
実
経
営
で
昭
和
大
恐
慌
を
に
乗
り
切
り
、
長
い
時
代
の
荒
波
を
の
り

こ
え
て
き
た
。
小
泉
産
業
グ
ル
ー
プ
は
「
三
方
よ
し
」
と
「
新
し
い
着
眼
と
独

自
の
発
想
」
と
い
う
２
つ
の
経
営
理
念
を
受
け
継
ぎ
、
こ
れ
ら
２
つ
の
理
念
を

実
践
す
る
上
で
、
重
視
し
た
の
が
商
人
道
を
歩
む
人
間
と
し
て
の
「
人
格
」
で

あ
り
、「
お
客
様
に
信
頼
さ
れ
る
た
め
に
は
、
人
格
を
磨
き
続
け
な
く
て
は
な

ら
な
い
」
と
い
う
考
え
か
ら
「
人
格
の
育
成
向
上
」
が
社
是
と
な
っ
て
い
る
。

　

戦
後
、
モ
ノ
の
な
い
時
代
に
電
熱
器
、
配
線
器
具
、
電
気
ス
タ
ン
ド
な
ど
の

製
造
卸
か
ら
は
じ
め
、
春
に
な
る
と
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
た
Ｃ
Ｍ
で
お
な
じ
み
の

学
習
机
は
、
毎
年
児
童
福
祉
施
設
に
寄
贈
を
続
け
て
い
る
。
日
本
に
世
界
に
発

展
し
続
け
て
き
た
小
泉
産
業
グ
ル
ー
プ
の
経
営
戦
略
・
社
員
教
育
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
・

三
方
よ
し
と
は
、
現
代
の
小
泉
産
業
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
権
藤
専
務
の
講
演
を

以
下
に
掲
載
す
る
。

明治時代後期のものと思われる小泉新兵衛大阪支店の引き札

明治時代の大阪店
写真提供：いずれも近江商人博物館

第２回 三方よし講座レポート
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小泉産業株式会社　専務取締役

権藤　浩二 氏
1952年生。1976年中央大学商学部卒業、同
年小泉産業株式会社入社、首都圏ハウジング
営業部長などを歴任、2016年より現職
小泉産業㈱専務取締役
㈱ホリウチ・トータルサービス代表取締役

講師

小
泉
産
業
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て

　

グ
ル
ー
プ
の
全
体
像
は
小
泉
株
式

グ
ル
ー
プ
、小
泉
産
業
グ
ル
ー
プ
、小

泉
成
器
グ
ル
ー
プ
、
こ
の
三
つ
の
グ

ル
ー
プ
で
小
泉
グ
ル
ー
プ
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
売
り
上
げ
は
、
小
泉
株
式

会
社
グ
ル
ー
プ
が
、
4
7
0
億
円
強
。

小
泉
産
業
グ
ル
ー
プ
が
、
5
4
0
億

円
強
、
平
成
元
年
に
小
泉
産
業
か
ら

分
社
し
た
小
泉
成
器
グ
ル
ー
プ
が

8
2
0
億
円
ぐ
ら
い
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
、
時
代
で
会
社

が
つ
く
ら
れ
た
り
、
統
合
さ
れ
た
り
、

従
来
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
の
は
、

ど
う
し
て
も
陳
腐
化
し
て
い
く
の
で

小
泉
産
業
グ
ル
ー
プ
の
最
近
の
動
き

す
か
ら
、
Ｍ
＆
Ａ
も
常
に
検
討
し
て

い
ま
す
。

　「
小
泉
ブ
ラ
ン
ド
」
の
刷
新 

２
０
１
５
年

　

こ
こ
、
３
年
間
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と

し
て
、ま
ず
は
、ブ
ラ
ン
ド
の
刷
新
で

す
。
以
前
の
ブ
ラ
ン
ド
は
、
30
年
間
、

使
い
続
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
30
年

も
経
つ
と
時
代
に
合
わ
な
く
な
り
陳

腐
化
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
を
見
据
え
て
見
直
し

を
か
け
る
た
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発

足
。
各
社
か
ら
気
鋭
の
社
員
を
集
め

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
さ
ん
に
も
お
願
い

し
な
が
ら
進
め
ま
し
た
。
今
後
、
20

年
30
年
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
使
い
続
け
、

ブ
ラ
ン
ド
を
、
わ
れ
わ
れ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ

の
発
信
源
に
し
、
ブ
ラ
ン
ド
に
恥
じ

な
い
行
動
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
願

い
を
込
め
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
世

の
中
で
愛
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
に
育
て

て
い
こ
う
と
し
ま
し
た
の
で
、
10
年

た
っ
て
、
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
の
評
価
が

ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
の
が
非

常
に
楽
し
み
で
す
。

「
３
０
０
年
の
節
目
」
と
し
て
の

先
輩
へ
の
感
謝

　

新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
が
で
き
た
翌
年

2
0
1
6
年
は
、
小
泉
太
兵
衛
が
持

ち
下
り
商
い
を
開
始
し
た
享
保
元
年

（
1
7
1
6
）
か
ら
3
0
0
年
の
節

目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
機
会

に
何
か
恩
返
し
が
で
き
な
い
か
と
大

阪
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
さ
ん
を
お
借

り
し
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
企
業
で
活

躍
い
た
だ
い
た
多
く
の
先
輩
方
を
ご

招
待
し
て
三
〇
〇
周
年
記
念
式
典
を

行
い
ま
し
た
。
従
来
、
周
年
の
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
、
お
客
さ
ま
、
仕
入
れ

先
さ
ま
を
お
呼
び
す
る
と
い
う
の
が

通
例
で
す
が
、
や
は
り
感
謝
の
意
を

先
輩
に
お
伝
え
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
、
ほ
と
ん
ど
の
Ｏ
Ｂ
の
方
に
お
越

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
宝
物

を
、
わ
れ
わ
れ
が
引
き
継
い
で
次
の

世
代
に
渡
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、

＿違う発想がある

小泉産業グループの概要
（2018年７月現在）

本　　社：大阪市中央区備後町
創　　業：1716年（享保元年）
設　　立：1943年
資 本 金：1,575百万円
従 業 員：1,671名（連結）
事業内容：持ち株会社
子 会 社：14社
売 上 高：538億円（連結）

創業300年小泉産業グループの足跡
h t t ps : / /www . you tube . com/
watch?v=rXZoovC4u4w

先輩をご招待した感謝のつどい

小泉産業グループのCSR経営の実践
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リ
コ
ー
ル
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た

品
質
へ
の
取
り
組
み

　

１
９
９
８
年
、
そ
れ
ま
で
照
明
器

具
の
主
流
で
あ
っ
た
安
定
器
方
式
が

イ
ン
バ
ー
タ
方
式
に
代
わ
り
省
エ

こ
の
場
で
確
認
で
き
た
の
か
な
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
次
の
1
0
0
年
に

向
か
っ
て
、
も
う
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
渡
せ
る
よ
う

に
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
の
会
場
の
入
り
口
に

は
、
琵
琶
湖
の
風
景
を
バ
ッ
ク
パ
ネ

ル
に
し
、
湖
畔
を
行
く
近
江
商
人
の

原
寸
大
モ
デ
ル
を
配
置
。
往
時
を
彷

彿
さ
せ
る
展
示
で
皆
さ
ま
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
イ
ズ
ミ
照
明
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー

　

３
０
１
年
目
の
２
０
１
７
年
、
昨

年
で
す
が
、
大
阪
市
内
に
新
社
屋
を

竣
工
し
ま
し
た
。
事
業
の
中
心
の
照

明
事
業
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
全
部
変
わ
り
、

従
来
型
の
照
明
、
ラ
ン
プ
の
ビ
ジ
ネ

ス
が
成
り
立
た
な
く
な
り
、
製
品
を

つ
く
る
上
で
、
い
ろ
ん
な
試
験
を
す

る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
項
目
が
全
て

変
わ
る
と
い
う
時
代
の
変
革
の
時
期

だ
っ
た
の
で
、弊
社
グ
ル
ー
プ
も
、そ

れ
に
準
じ
て
設
備
の
更
新
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。　

　

さ
ら
に
事
業
所
が
分
散
を
し
て
い

た
の
で
集
結
さ
せ
よ
う
と
思
い
切
っ

て
大
き
な
投
資
を
し
ま
し
た
。
私
が

入
社
し
て
、
も
う
40
年
に
な
り
ま
す

が
、
最
大
の
投
資
と
な
り
ま
し
た
。

ず
っ
と
財
務
担
当
の
私
は
、も
う
、ひ

や
ひ
や
で
し
た
。
社
長
が
一
番
高
い

土
地
を
買
う
の
で
、

「
ち
ょ
っ
と
こ
っ
ち
の
方
が
え
え
ん

ち
ゃ
い
ま
す
か
」

と
だ
い
ぶ
言
っ
た
の
で
す
が
、

「
行
く
わ
」

と
の
一
言
で
こ
の
地
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　

平
成
29
年
度
大
阪
府
第
7
回
お
お

さ
か
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
賞
奨
励

賞
を
は
じ
め
、新
社
屋
に
関
し
て
は
多

く
の
表
彰
を
い
た
だ
き
、非
常
に
話
題

性
の
あ
る
建
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

立
地
し
た
場
所
は
、
住
宅
地
な
も

の
で
す
か
ら
、
町
内
会
さ
ん
に
ご
挨

拶
に
行
っ
た
と
き

「
コ
イ
ズ
ミ
で
す
」
と
言
う
と
、

「
あ
っ
、
コ
イ
ズ
ミ
知
っ
て
る
わ
」

と
言
っ
て
い
た
だ
け
、
す
ご
く
評
価

さ
れ
て
い
る
の
だ
な
と
実
感
し
た
覚

え
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に

「
で
き
る
だ
け
緑
の
多
い
建
物
に
し

て
く
れ
」

と
い
う
こ
と
で
、
建
物
南
側
の
各
階

バ
ル
コ
ニ
ー
や
、
屋
上
に
は
た
く
さ

ん
の
木
を
植
え
ま
し
た
。
数
年
た
て

ば
本
当
に
憩
い
の
場
に
な
る
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

竣
工
し
た
と
き
に
は
町
内
の
皆
さ

ん
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、
い
ま
か

ら
、
一
緒
に
こ
の
地
域
で
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
し

ま
し
た
。

創業300年感謝の集いで飾られた創業当時のようすのパネル

ネ
・
瞬
時
点
灯
、
長
寿
命
と
い
う
イ

ン
バ
ー
タ
の
時
代
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
時
に
、
住
宅
用
の
シ
ー
リ
ン

グ
ラ
イ
ト
を
先
駆
け
て
発
売
し
て
売

上
を
拡
大
し
「
コ
イ
ズ
ミ
の
独
り
勝

ち
や
」
と
い
う
ぐ
ら
い
に
言
わ
れ
ま

南面の各階バルコニーが緑化されたコイズミ照明 R&D センター

小
泉
産
業
グ
ル
ー
プ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
の
取
り
組
み

し
た
が
、
思
い
が
け
な
く
も
製
品
に

不
具
合
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

ト
ー
タ
ル
の
予
見
と
言
う
か
、
技

術
力
、
解
析
力
が
不
足
し
て
い
た
こ

と
が
要
因
で
、
残
念
な
が
ら
リ
コ
ー

ル
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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お
客
様
に
は
大
変
な
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
に
な
り
、
社
内
で
は

回
収
処
理
や
関
係
官
庁
へ
の
報
告
な

ど
の
仕
事
が
発
生
し
、
も
う
２
度
と

起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
苦
い

経
験
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
品

質
を
し
っ
か
り
担
保
し
よ
う
と
品
質

の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
1
の
認
証
取
得
に

全
社
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
経
験
や
勘
に
頼
っ
た
り
、
あ

る
い
は
仕
事
の
進
め
方
も
属
人
化
し

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
I
S
O
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
わ
れ

わ
れ
の
仕
事
の
中
身
を
変
え
て
し
ま

お
う
と
強
引
に
進
め
ま
し
た
。
書
類

も
多
く
大
変
な
作
業
量
に
な
り
ま
し

た
が
認
証
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
次
の
年
に
は
、
環
境
の
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
を
取
得
。
こ

の
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ

の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

　
Ｃ
Ｓ
Ｒ
取
り
組
み
の
初
期

「
組
織
の
見
直
し
」

　

小
泉
産
業
は
元
々
、照
明
事
業
、家

具
事
業
、
物
流
事
業
な
ど
の
事
業
部

制
だ
っ
た
の
で
す
が
、２
０
０
６
年
に

各
事
業
を
分
社
し
、
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
が
各
社
を
括
る
グ
ル
ー
プ
経
営

体
制
に
移
行
し
ま
す
。
事
業
の
専
門

性
の
向
上
と
経
営
判
断
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
で
す
。
そ
し
て

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
重
要
な
ガ
バ

ナ
ン
ス
項
目
と
し
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
設
定
し
専
任
部
署
を
設
け
、

全
国
社
員
研
修
会
な
ど
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の

全
社
推
進
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
倫
理
行
動
方
針
と
社
会
貢
献
指
針

　

さ
ら
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
の
拠
り
所
と

し
て
倫
理
行
動
方
針
と
社
会
貢
献
指

針
と
い
う
二
つ
の
方
針
を
作
り
ま
し

た
。毎
年
10
月
を
倫
理
月
間
と
し
、そ

の
間
は
全
社
員
が
週
１
回
み
ん
な
で

方
針
を
唱
和
し
て
い
ま
す
。

　

中
に
は
、
反
社
会
的
勢
力
と
の
接

触
と
か
は
駄
目
で
す
よ
と
い
う
よ
う

に
当
た
り
前
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
気
づ
か
さ

れ
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

小
泉
産
業
グ
ル
ー
プ
の
社
会
貢
献
活
動

デ
ス
ク
・
コ
タ
ツ
寄
贈
活
動

　

コ
イ
ズ
ミ
グ
ル
ー
プ
の
社
会
貢
献

事
業
の
一
つ
が
「
デ
ス
ク
・
コ
タ
ツ

寄
贈
活
動
」
で
す
。
学
習
机
は
す
っ

か
り
お
な
じ
み
の
商
品
で
す
が
、
こ

れ
と
と
も
に
家
具
調
コ
タ
ツ
を
毎
年
、

全
国
の
児
童
養
護
施
設
に
お
届
け
し

て
い
ま
す
。
た
だ
製
品
を
届
け
る
だ

け
で
な
く
社
員
が
出
向
い
て
そ
の
場

で
組
み
立
て
て
い
ま
す
。

　

毎
年
春
休
み
に
全
国
の
児
童
養
護

施
設
に
社
員
が
伺
い
、
子
供
た
ち
と

一
緒
に
組
み
立
て
を
し
て
い
ま
す
が
、

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
初
め
て
ド

ラ
イ
バ
ー
を
持
つ
子
供
も
い
ま
す
し
、

学
習
机
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
学
習
環
境

を
提
供
し
健
や
か
な
子
ど
も
に
育
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
理
念
が
あ

り
ま
す
の
で
大
変
有
意
義
な
事
業
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
の
き
っ
か
け
は
、
東
日

本
大
震
災
で
し
た
。
大
震
災
発
生

後
、
被
災
地
支
援
を
さ
れ
て
い
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
方
々
と
お
話
す
る
機
会
が
あ

り
、
小
泉
と
し
て
の
協
力
を
申
し
出

て
、
震
災
の
翌
年
の
2
0
1
2
年
に

福
島
で
行
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

こ
の
時
、
私
は
二
つ
の
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
一
つ
は
、

CSRへの取り組み 前夜
1998年	 ・インバータ器具不具合発生　自主回収実施
	 ・品質強化への取り組み開始
2001年		 ・ISO9001 認証取得
2002年	 ・ISO14001 認証取得
	 ・	企業活動コンセプト「人と地球の健康をめ

ざして」を策定

コンプライアンスと
リスク管理という視
点から管理項目を洗
い出し、社内ルール
を整備・維持・管理
する

コンプライアンス＆
リスクマネジメント

ISO14001を基本に
サプライチェーンを
含めた環境経営の推
進に取り組む

環境マネジメント

ISO9001を基本に製品
品質はもちろんのこと経
営品質の向上に取り組む

品質マネジメント

“グループ理念系列”に基づいて、
コーポレートブランド価値の最
大化を図り、社会に愛され信頼
される企業をめざす

C
A

D P

社会貢献
への
取り組み

環境への
取り組み

品質への
取り組み

リスクマネジメント

コンプライアンス

グループ
理念

コーポレートブランドマネジメント

CSRマネジメントの構造
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大
震
災
後
一
年
を
経
過
し
て
い
て
も

放
射
能
の
測
定
器
が
設
置
さ
れ
て
い

た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
児
童
養
護

施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童
・
生
徒

の
８
割
は
親
御
さ
ん
が
い
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
育
児
放
棄
、
暴
力
等

に
よ
っ
て
施
設
に
移
っ
て
き
て
い
る

の
で
す
。
愛
情
に
飢
え
て
い
る
子
ど

も
た
ち
は
、
最
初
は
よ
そ
よ
そ
し
い

の
で
す
が
、

「
ち
ょ
っ
と
一
緒
に
こ
れ
や
っ
て
み

る
？
」

と
言
う
と
楽
し
そ
う
に
作
業
を
行
い
、

皆
で
協
力
し
て
組
み
立
て
る
こ
と
を

続
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。「
小

泉
産
業
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
」
と
い

う
垂
れ
幕
を
作
っ
て
く
れ
た
り
、
一

緒
に
昼
食
を
い
た
だ
く
な
ど
感
動
し

ま
す
。
時
期
や
場
所
の
選
定
な
ど
の

調
整
も
あ
る
の
で
全
国
の
児
童
養
護

施
設
協
議
会
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
卒
園
後
の
生
徒
さ
ん
の

就
職
支
援
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
学
習
机
な
ど
の
贈

呈
事
業
は
、
毎
回
50
セ
ッ
ト
ぐ
ら
い

の
規
模
で
す
。
で
き
る
範
囲
で
長
く

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
イ
ズ
ミ
国
際
学
生
照
明
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
ペ

　

１
９
８
７
年
か
ら
世
界
の
学
生
を

対
象
に
照
明
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
を

25
年
間
や
っ
て
き
ま
し
た
。
照
明
の

文
化
の
向
上
と
い
う
こ
と
と
、
若
い

人
た
ち
の
育
成
に
寄
与
で
き
れ
ば
と

い
う
こ
と
で
始
め
、
海
外
の
照
明
デ

ザ
イ
ナ
ー
さ
ん
と
コ
ラ
ボ
す
る
機
会

も
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ペ
は

世
界
中
の
学
生
が
対
象
で
し
た
の
で
、

各
国
の
大
使
館
や
領
事
館
に
伺
い
、

趣
旨
を
説
明
し
た
り
当
然
、
現
地
の

大
学
や
専
門
学
校
へ
の
ピ
ー
ア
ー
ル

な
ど
に
結
構
苦
労
が
あ
っ
た
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

　

審
査
員
に
は
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
の

醤
油
ビ
ン
を
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
栄
久

庵
憲
司
さ
ん
は
じ
め
、
日
本
の
デ
ザ

イ
ン
界
、
建
築
界
の
大
御
所
に
お
願

い
し
、
大
き
な
話
題
に
も
な
り
ま
し

た
。
栄
久
庵
委
員
長
が
ご
高
齢
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
２
０
１
２
年
の
25

回
目
で
一
旦
区
切
り
を
つ
け
ま
し
た
。

先
生
方
に
は
、
ほ
と
ん
ど
手
弁
当
で

お
願
い
し
た
の
で
す
が
、
自
分
の
デ

ザ
イ
ン
に
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
け
る

と
い
う
こ
と
で
の
べ
３
万
３
０
０
０

人
か
ら
応
募
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
社

員
に
な
っ
た
人
も
い
ま
す
。

全
員
が
救
命
士
を
目
指
す

取
り
組
み

　

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
は
多
く
の
ご
来

訪
者
が
あ
り
、
ま
た
社
内
で
も
多
く

の
社
員
が
働
い
て
い
ま
す
の
で
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
随
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。と
こ

ろ
が
、
そ
の
使
用
方
法
を
訊
ね
る
と

「
い
や
、
や
っ
た
こ
と
な
い
ん
で
す

よ
ね
」「
誰
か
や
る
ん
で
し
ょ
う
ね
」

と
い
う
話
で
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
困
る
よ

な
と
い
う
こ
と
で
、
全
員
が
ス
キ
ル

を
身
に
付
け
よ
う
と
始
ま
っ
た
の
で

す
。
私
も
２
度
ほ
ど
研
修
を
う
け

ま
し
た
が
、
い
ま
は
新
入
社
員
の

研
修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
も
な
り
、

N
P
O
法
人
大
阪
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
協
会
さ
ん
に
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
の
で
す
が
、
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
さ
ん
に

は
当
社
の
会
議
室
を
提
供
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
定
期
的
に
一
般
の
方
を
対

象
と
し
た
救
命
講
習
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
立
地
が
い
い
こ
と
も
あ
り

多
く
の
方
が
受
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
で
感
謝
状
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。

Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ

　

現
代
で
は
地
球
環
境
を
視
野
に
置

い
た
建
築
物
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
さ

ら
に
は
近
隣
住
民
、
従
業
員
に
配
慮

し
た
建
物
で
は
な
い
と
時
代
に
マ
ッ

チ
し
ま
せ
ん
。

　

2
0
1
6
年
に
建
設
し
た
こ
の
建

物
の
特
徴
は
、
各
階
の
南
側
バ
ル
コ

ニ
ー
に
た
く
さ
ん
の
木
が
植
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
と
、
真
ん
中
に
あ
る
巨

大
な
吹
き
抜
け
に
よ
り
自
然
光
と
自

然
の
気
流
を
活
用
で
き
る
こ
と
で
す
。

ま
た
フ
ロ
ア
が
別
れ
て
い
て
も
階
段

デスク・コタツ寄贈活動の贈呈式後の記念撮影

コイズミ国際学生照明デザインコンペの表彰式の記念撮影

コイズミ国際学生照明デザインコンペの審査模様

デスク・コタツ寄贈活動の組立て模様
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で
顔
が
見
え
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
非
常
に
よ
く
な
っ
て
い
ま
す
。
照

明
メ
ー
カ
ー
で
す
の
で
、
当
然
照
明

の
用
途
活
用
に
も
十
分
配
慮
し
て
い

ま
す
。
白
い
明
か
り
や
黄
色
っ
ぽ
い

明
か
り
に
な
る
な
ど
照
明
の
仕
掛
け

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
も
、国
交
省
の
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
建
築
物
等
先
導
事
業
と

い
う
こ
と
で
、
ほ
ぼ
満
額
の
補
助
金

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
生

産
性
向
上
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で

そ
の
報
告
の
ノ
ル
マ
は
あ
り
ま
し
た
。

小
泉
産
業
グ
ル
ー
プ
の
社
員
教
育

50年以上続く西教寺（比叡山坂本）の新入社員研修

コイズミ照明R&Dセンターの中央階段吹き抜け

新入社員研修では五個荘の街並みも見学コースに入れている

毎年、新入社員研修に組み込まれている AED 講習

人
材
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
コ
イ
ズ
ミ
ア
カ
デ
ミ
ー
」

　

コ
イ
ズ
ミ
ア
カ
デ
ミ
ー
と
い
う
新

入
社
員
か
ら
役
員
の
研
修
ま
で
メ

ニ
ュ
ー
化
を
し
て
い
ま
す
。
特
徴
的

な
の
が
、「
道
学
」
と
「
実
学
」
を
基

本
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

「
道
学
」は
、い
わ
ゆ
る
人
の
道
で
す
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と

を
学
ぶ
の
で
す
が
、
映
画
の
八
甲
田

山
の
話
が
よ
く
登
場
し
ま
す
。
リ
ー

ダ
ー
が
判
断
を
間
違
う
と
、
み
ん
な

が
変
な
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
し
ま
う
の

で
大
切
な
と
こ
ろ
で
す
。
い
ろ
ん
な

例
を
使
い
な
が
ら
「
道
学
」
人
の
道

と
「
実
学
」
と
い
う
こ
と
を
中
心
に

階
層
別
に
行
い
、
最
近
力
を
入
れ
て

い
る
の
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
す
。

　

座
学
だ
け
で
な
く
、
屋
久
島
の
体

験
研
修
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。
入

社
20
年
経
っ
て
全
員
屋
久
島
に
２
泊

３
日
で
行
き
ま
す
。
屋
久
杉
を
見
て

１
回
人
生
を
リ
セ
ッ
ト
し
て
と
の
思

い
な
の
で
す
が
、
み
ん
な
感
動
し
て

帰
っ
て
く
る
の
で
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

屋
久
島
と
は
対
照
的
に
比
叡
山
の

麓
、
坂
本
の
西
教
寺
さ
ん
で
も
毎
年

研
修
を
続
け
て
い
ま
す
。
か
つ
て
小

泉
商
店
時
代
に
は
、
重
助
さ
ん
の
本

宅
で
の
見
習
い
修
行
が
あ
り
ま
し
た

が
、
い
ま
の
時
代
、
そ
れ
は
到
底
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
せ
め
て
こ
の
お
寺

で
１
週
間
、
学
生
か
ら
社
会
人
へ
の

切
り
替
え
の
研
修
を
徹
底
し
て
行
い

ま
す
。

　

私
も
入
社
後
、
西
教
寺
に
い
き
ま

し
た
の
で
、
も
う
50
年
以
上
続
い
て

い
ま
す
。
昔
は
暖
房
と
い
っ
て
も
火

鉢
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は

施
設
も
す
っ
か
り
良
く
な
り
冷
暖
房

完
備
で
、
ご
飯
も
お
代
わ
り
で
き
ま

す
。
も
う
一
つ
新
人
研
修
の
場
と
し

て
外
せ
な
い
の
は
、
ル
ー
ツ
で
あ
り
、

出
発
点
で
あ
る
五
個
荘
で
す
。
近
江

商
人
博
物
館
を
見
学
し
、
本
宅
も
見

せ
ま
す
。

　

三
代
目
重
助
が
北
米
視
察
で
、
問

屋
の
生
き
る
道
に
つ
い
て
大
い
に
触

発
さ
れ
、「
特
殊
特
徴
品
の
開
発
」
を

会
社
の
重
点
指
針
に
し
ま
す
。
そ
れ

と
、「
三
方
よ
し
」
の
精
神
、
こ
れ
が

小
泉
の
理
念
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歴
史
の
積
み
重
ね
の
中
で
、
自
然

と
会
話
の
中
に
で
て
く
る
の
は
風
土

だ
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
や
ら
な

い
と
い
け
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
身
の
丈
に

合
っ
た
内
容
で
長
く
で
き
る
テ
ー
マ

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
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昨
年
来
大
阪
滋
賀
県
人
会
と
の
友

好
関
係
が
深
ま
り
、
本
誌
掲
載
の
三

方
よ
し
講
座
に
は
格
段
の
ご
尽
力
を

い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、
５
月
に
開

催
さ
れ
た
全
国
滋
賀
県
人
会
連
合
会

総
会
に
は
理
事
長
が
講
演
し
た
こ
と

の
ご
縁
も
あ
り
、
三
方
よ
し
研
究
所

メ
ン
バ
ー
に
も
ご
招
待
状
が
届
き
、

全
国
滋
賀
県
人
会
の
み
な
さ
ん
と
親

し
く
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

三
方
よ
し
研
究
所
創
設
時
の
メ
ン

バ
ー
は
１
９
９
１
年
に
開
催
さ
れ
た

国
際
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
後
も
各

地
の
県
人
会
の
方
々
と
は
個
人
的
に

は
交
流
を
続
け
て
い
た
が
、
本
年
の

総
会
で
は
久
し
く
お
目
に
か
か
る
方

も
多
く
、
と
り
わ
け
印
象
的
だ
っ
た

の
が
、「
最
後
の
近
江
商
人
」
と
自

認
さ
れ
る
駒
井
健
司
さ
ん
で
あ
っ

た
。　

高
校
卒
業
と
同
時
に
知
り
合

い
を
頼
っ
て
、
高
島
か
ら
盛
岡
に
出

て
流
通
革
命
真
っ
た
だ
中
、
高
島
出

身
者
が
経
営
す
る
盛
岡
の
ス
ー
パ
ー

の
専
務
と
し
て
敏
腕
を
振
る
わ
れ

た
。
盛
岡
に
伺
っ
た
時
に
は
い
つ
も

歓
待
い
た
だ
い
て
い
た
。
１
９
７
０

年
以
降
、
近
江
商
人
企
業
の
出
身
地

採
用
は
ど
の
企
業
で
も
な
く
な
っ
た

が
、
出
身
地
へ
の
温
か
い
ま
な
ざ
し

は
変
わ
る
こ
と
が
な
い
。

て
ん
び
ん
棒

　
奇
異
な
が
ら
私
は
、
本
日
の

講
演
の
テ
ー
マ
で
あ
る
小
泉
さ

ま
と
は
同
じ
東
近
江
市
五
個
荘

金
堂
町
の
出
身
で
、
非
常
に
う

れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
先

祖
が
、
慶
応
３
年
に
五
個
荘
を

出
て
、
京
都
で
呉
服
問
屋
を
創

業
し
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

本
日
は
昨
年
、
ミ
シ
ガ
ン
で
の

船
上
パ
ー
テ
ィ
ー
や
本
年
の
新

年
会
で
お
付
き
合
い
い
た
だ
き

ま
し
た
大
阪
滋
賀
県
人
会
の
皆

様
の
各
段
の
お
世
話
を
い
た
だ

き
盛
大
に
開
催
で
き
ま
し
た
こ

と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
三
方
よ
し
研
究
所

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
本
当
に
感

謝
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
近
江
商
人
に
は
、
商
都
の
大

阪
で
創
業
さ
れ
た
方
が
と
て
も

多
く
、
近
代
日
本
の
礎
を
築
い

て
こ
ら
れ
た
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
方
よ

し
研
究
所
は
、
日
本
各
地
は
も

と
よ
り
、
中
国
、
台
湾
、
ベ
ト

ナ
ム
等
へ
、
近
江
商
人
の
足
跡

を
訪
ね
る
事
業
や
本
日
の
よ
う

な
「
三
方
よ
し
講
座
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
は
、
小
泉
産
業
グ

ル
ー
プ
の
権
藤
浩
二
専
務
さ
ま

に
、「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
三
方
よ
し
経

営
の
実
践
」
と
題
す
る
ご
講
演

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
講
演
に
先
立
ち
、

同
志
社
大
学
名
誉
教
授
の
末
永

國
紀
先
生
か
ら
、
創
業
家
小
泉

家
に
つ
い
て
束
の
間
で
恐
縮
で

し
た
が
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
も
ご
尽
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
大
阪
滋
賀
県
人
会
さ

ま
の
、
格
別
の
ご
厚
情
に
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

大
阪
滋
賀
県
人
会
様
の

ご
尽
力
に
感
謝

N
P
O
法
人
三
方
よ
し
研
究
所
　
理
事
長
　
塚
本 

喜
左
衛
門

哲学　×　歴史　＝　ブランドパワー

「三方よしの考え」「特殊特徴品主義」は、300年の
歴史の中で受け継がれ、磨き上げられてきたコイズ
ミの経営哲学の２本柱である。

これはコイズミのブランドアイデンティティそのも
のであり、「あっ、なるほど！」と驚きと好感をもっ
て受け入れられる商品や活動を生み出す原動力と
なっている。

ブランディング

三
方
よ
し
の
考
え

特
殊
特
徴
品
主
義

経営理念

社　是

300年の歴史


